


月から全 回の日程で開催された、まちづく
りボランティア養成講座 ふるさとかだり塾 が
月 日に終了しました。
この講座は 人が受講し、講義やワークショッ

プ、活動計画の策定を通して地域活性化の手法を
学んできました。最終回では グループに分かれ
て作成した まちづくり夢プラン（団塊世代の活
用、階上海岸リゾートプラン、海・岳を活用した
行事の計画、地場人材センターの設立等） を発
表、浜谷町長・村上教育長を交え郷土 はしか
み を大いに語り合いました。
閉講式では浜谷町長が 今回学んだことを地域

に持ち帰り、大いに活躍していただきたい と受
講生を激励、一人一人に修了証が手渡されました。

地域アニメーターって何だろ
う。良く解らずに参加しました。
講師の先生方の話を聞き、グ
ループの皆さんとワークショッ

プを重ねるうちに少しずつ理解出来るようになり
ました。 まちづくり は町民が主役で身近な所
にカギがある。そして責任は自分にある。 まち
づくり を行うことにより皆さんが元気になり、
経済的にも潤ってくると良いと思いました。貴重
な時間を過ごすことが出来ました。

いろんな方々のお話を聞けた
事は大変勉強になりました。各
地区の方々と町内の問題点、住
民から発信するまちづくりの必

要性等いろいろ話合えたことも、貴重な体験でし
た。グループの夢プランは、まちづくりに必要な
のは 絆 が不可欠との認識に立ち、町内の交流
を深めるというテーマを基に作成した 地場人材
センター ツーリズム 民泊の充実 等
でしたが、今後、町民の皆さんのいろんな意見、
アイディアを出し合って、行政まかせではなく階
上町独自のまちづくりができたら楽しい町ができ
ると思っています。

階上町を愛している 点に
おいては、人後に落ちないと
思っているので、 ふるさとか
だり塾 階上町づくり と

考え、申し込みました。私は今まで、 親子映画
の会 や まちづくり講演会 等を何度か企画し
てきましたので、まちづくりについては生涯、出
来るだけ参加しようと考えています。また今回、
沢山の役場職員と共に まちづくり を考えられ
たことは貴重でした。

年半の単身赴任生活から戻
り、広報で ふるさとかだり
塾 講座募集を見て階上町のこ
とを少しでも知ろう、また少し

でも町の力になってみようとする良い機会として
応募しました。ワークショップ（各班の目標づく
りの討議）の中では、浜・山そして各種行事に対
する意見や感想が次々と出て、今まで自分の知ら
なかった階上町の問題が少しずつ知ることが出来
て、それを元に実行可能なテーマについてまとめ
ることが出来た楽しい講座でした。



月 日、道仏小学校（高見和助校長）の児童代表
人と住民代表 人が特別養護老人ホーム見心園を訪

問、車椅子 台を寄贈しました。
これは同校ボランティア委員会の呼びかけで始まっ
たボランティア活動の一環で、アルミの空き缶やプル
タブを集めて得た資金を元に車椅子を購入し、寄贈す
るという内容。住民の方々の協力もあり、今年で活動
年目を迎えました。今回寄贈した車椅子は 年間の

成果が実ったものです。

実は、当日まで児童たちも自分達が贈る車椅子を見
るのは初めて。贈呈式を前に実際に触れたり乗ってみ
たりと、その感触を確かめていました。
贈呈式ではボランティア委員会委員長の木村拓生君
が 車椅子をどんどん活用してください。 とあいさ
つ、続いて入所者の方から ありがとうございました、
乗り心地は大変良いです。 というお礼の言葉があり
ました。
同校はこれからもこの活動を継続していくそうです
ので、住民の皆さんのご協力をよろしくお願いします。

本町では新たな産業づくりをめざし、今年度からハウ
スイチゴの試験栽培を町内の 農家に依頼しています。
その栽培現地見学会が 月 日、田代地区と荒谷地
区で行われました。
試験栽培しているイチゴは サマールビー という

品種。寒冷地や高冷地での栽培が適しており、本町の
気候に合っています。また、夏秋期に収穫される国産
イチゴのため、ケーキ用など製菓業界で一定の需要が
あり、高い単価が期待できます。

田代地区の内城慶富さんのビニールハウスで行われ
た見学会には約 人が集まりました。町産業建設課の
職員と八戸広域農協の営農指導員 早狩正治さんによ
る概要説明の後、参加者はハウス内の様子を見学し栽
培方法などについて熱心に質問していました。
町では取り組み農家を増やし、農業振興を図りたい
と考えています。栽培に興味のある方は産業建設課産
業振興グループ（ ）までお問い合わ
せください。



月 日、道仏川河口で鮭の遡上がみられました。

皆さんご存知のとおり、鮭は生まれた川に戻って産

卵する習性をもっています。生まれた川のにおいを

覚えていて、その記憶をたよりに帰ってくるようです。

この鮭は、はまゆり保育園の園児や道仏小学校の

児童が毎年放流している稚魚が成長した姿。

太平洋の荒波を越え、母なる川をめざし勢いよく

遡上する様はとても印象的でした。鮭が遡上するこ

の環境を保全し、次世代に伝えていきましょう。

月 日、明治・大正・昭和・平成と つの時代

を生き、満 歳を迎えられた赤保内地区の音 多

キクさんに町から特別表彰が贈られました。

音 多さんは明治 年生まれで三沢市のご出身。

好きな食べ物は、お魚とバナナ。また、ユーモアや

ウィットに富んだ会話で周りの人を和ませてくれて

いるそうです。

音 多さんを含め、町の 歳以上のお年寄りは

人となりました。これからもお元気で長寿を重ね

ていただきたいと思います。

月 日、階上町消防団（寅谷正美団長）約 人

は階上岳での遭難を想定した初の山岳遭難救助訓練

を実施しました。

訓練とはいえ、急傾斜地での捜索・救助活動はま

さに困難の一言。このような状況下、団員は防災無

線等を活用しながら捜索を行い、遭難者役 人全員

の救助・搬送を行いました。

階上岳は四季を通じて楽しめる山ですが、自然を

甘く見ず、十分な装備で入山しましょう。



平成 年 月から 年間設定されていた道仏休猟区の期間が平成 年 月末で終了し、平成 年 月から金
山沢休猟区が設定されます。これに伴い、旧道仏休猟区内において狩猟が認められますので、お知らせします。

…八戸市・階上町の境界と主要地方道八戸
大野線との交点
…八戸市・階上町の境界と県道鳥屋部十日
市線との交点
…県道鳥屋部十日市線と主要地方道名川階
上線との交点
…主要地方道八戸大野線と主要地方道名川
階上線との交点

又は を営む方が に軽油を使用する場合には軽油引取税が免除さ
れます。平成 年度用農業用免税軽油の申請受付を次のとおり行います。

日 時
場 所 産業建設課産業振興グループ（役場 階）
提出書類

更新と継続の方で使用機械や名義に変更のある方は新規と同じ手続きとなります。
なお、 月以降に申請したい場合は、八戸県税事務所でお願いします。



次世代育成支援対策推進法により、平成 年
月 日から、企業には、仕事と子育ての両立を図
るために必要な雇用環境の整備等を進めるための
一般事業主行動計画 を策定し、県労働局へ届

出を行うことが求められています。
中小企業子育て支援助成金制度（ ）は一般事業

主行動計画の策定・届出を行っていることが要件
の一つです。
常用労働者 人以下の企業について、初めて
育児休業取得者があった場合に要件を満たすと
企業に 万円を支給する制度。

賃金不払残業 とは、時間外労働や休日労働
に対する割増賃金（残業手当等）が支払われない、
いわゆる サービス残業 のことを言いますが、
賃金不払残業は労働基準法違反であり、あっては
ならないものです。労使がともに協力しあい、
賃金不払残業 をなくしましょう。
なお、各都道府県労働局では、全国一斉無料相
談ダイヤルを実施します。

行動計画は平成 年度 平成 年度の か年計画で策定されました（ は 年度実施箇所数、 は 年
度目標箇所数を表します）。

か所、 か所
赤保内仲良しクラブが新たに発足。階上保育園クラブ、石鉢ふれあい交流館クラブ、道仏保育園ク
ラブとあわせて か所での実施となりました。

支給対象年齢の拡大 出生から小学校 年生 出生から へ
所得制限の緩和 例）扶養親族 人の場合の所得限度額 円 円

階上町国民健康保険では、現行 万円から に現金給付を引き上げました。

階上町国民健康保険では、自己負担 割の対象年齢が、現行の 歳未満から までに拡
大予定。

か所、 か所
今年度より私立の保育園は揃って朝 時より夜 時まで実施しています。
中央保育所が 年 月より民間移譲されることにより、 年度からは町内全 か所で実施予定。

《日 時》 場 所》
内 容》

参加者》福祉関係者、一般町民（ 町民のみなさんのご来場をお待ちしております）
《主 催》階上町、階上町社会福祉協議会



平成 年 月から平成 年 月までの間に納めた国
民年金保険料は 社会保険料控除 として全額所得か
ら控除されます。
申告できるのは、平成 年中に毎月納めた保険料の
ほかに、過去の期間分で、未納や免除を受けた分を平
成 年中に納めた保険料額になります。
年末調整や確定申告で国民年金保険料控除として申
告する場合は、保険料の支払いを証明する書類の添付
が必要です。その際は、社会保険庁より 月初旬（予
定）に発行される 社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書 や領収書などを忘れずにお持ちください
（ 月以降に本年初めて保険料を納付する方について
は、翌年 月初旬に証明書が送付される予定です）。
年末調整や確定申告の手続きの際は必ずこの証明書

や領収書が必要となりますので、申告を行うまで大切
に保管してください。

国民年金保険料は、金融機関、郵便局、社会保険事
務所のほか、コンビニエンスストア（コンビニ）でも
納められます。コンビニで保険料を納めるときは、
バーコードが印刷された納付書をご使用ください。金
融機関が近くにない方、日中忙しくて金融機関に行け
ない方は、どうぞコンビニをご利用ください。なお、
お手元に納付書がない方は社会保険事務所までご連絡
ください。

月 日は世界 人権デー です。日本では、 人権デー を最終日とする一週間を 人権週間 と定
めています。町では、この人権週間にちなんで次のとおり 特設人権相談所 を開設しますので、毎日の
生活のなかで困っていること（たとえば夫婦・親子等の家族関係や相続・遺言等の財産問題、土地や騒音
等の近隣関係、子どものいじめ・体罰、差別行為等）などについて、町の人権擁護委員が相談に応じます。
相談は無料で秘密は守られますので、この機会に是非ご利用ください。

青森地方法務局と青森県人権擁護委員連合会では、次
の強調事項を掲げ、町民の皆さんに人権尊重思想の大切
さを呼びかけています。

・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者を大切にする心を育てよう
・障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
・外国人の人権を尊重しよう
・刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
・性的指向を理由とする差別をなくそうなど

月 日に階上町剣道協会のご協
力で検定試験が行われました。結果
は右のとおりです。
また、階上剣道クラブでは会員を

募集しています。詳しくは右記まで
お問い合わせください。

内城 尚礼 級
山崎 智貴 級
出川 友哉 級
大坂 武瑠 級
島守 良誓 級
夏堀 翔 級
夏堀 翼 級

大坂 瑠輝 級
黒澤 俊祐 級
千葉 大輔 級
小松 慧 級
加藤 龍也 級
本間 美波 級
附柳 龍平 級

下町 一希 級
河門前真子 級
吉沢 美奈 級
宮守つらら 級
宮守 瑞樹 級



口座振替制度とは、ご指定の金融機関の預貯金口座から、町
税等の納期限の日に自動的に振り替えて納める便利な制度です。
簡単な手続きで、安全にしかも確実に納めることができます。

最寄の金融機関、郵便局の窓口に申込用紙を備え付
けてありますので、預貯金口座のある金融機関及び郵便局の窓
口でお申し込みください。申し込みをする際は、預貯金通帳と
その印鑑、申し込みをされる町税等の納税通知書等の通知番号
の分かる書類をご持参ください。

青森銀行（本・支店）、みちのく銀行（八
戸市内）、八戸広域農業協同組合階上支店、八戸信用金庫、青
森県信用漁業協同組合連合会（階上漁協）、郵便局

町県民税（普通徴収）、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料

納付の期限を過ぎても納付されない場合には、督促状が送付されます。この督促状が発送された
日から 日を経過する日までに完納されないときは、滞納処分を受けることになります。

税金を滞納すると、その納付の期限の翌日から納付されるまでの日数に応じ、未納に係る本税の
額に年 ％（ただし、納付の期限の翌日から 月を経過するまでの期間については、年

％ と 前年の 月 日の公定歩合 ％ のいずれか低い方の割合）を乗じて計算した
延滞金を本税に併せて納付しなければなりません。
延滞金は、税務申告上経費とはなりません。

滞納処分とは、期限内に納付した者と期限を過ぎても納付しない者との負担の公平を図るため、
納税者が自主的に納付しない場合にこれを強制的に徴収するための手続きをいい、具体的には次
の手続きによって行われます。

督促状の送付を受けても納付されない場合には、財産について差押えが行われます。
差押えがされると、納税者はその財産を処分することができなくなります。
差押えの対象となる財産は、土地・建物といった不動産、預金や売掛金といった債権、あ

るいは動産、有価証券など多様なものとなっています。

差押えを受けてもなお納付されない場合には、差し押さえられた財産が売却（これを 公
売 といいます。）され、その売却代金が滞納町税に充当されます。
なお、差し押さえられた財産が債権の場合には、町により直接取り立てが行われ、その金

銭が滞納町税に充当されます。

昼間留守がちな方々を対象に、夜間納

税相談を実施します。お電話での相談に

も応じますので、お気軽にご利用くださ

い。
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階上アマチュア無線クラブでは、下記の日程で講習会（講習会番号 ）を開催します。 日間の講習を
受講し、修了試験に合格した方は無線従事者免許証がもらえ、第 級アマチュア無線技士の国家資格が与えられ
ます。

日 時 月 日 ・ 月 日 午前 時 午後 時（昼食持参のこと）
会 場 ハートフルプラザ・はしかみ 費 用 人 円（免許申請代含む）
定 員 人（定員になり次第締め切り）
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い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ス
ト
ー

ブ
の
消
し
忘
れ
な
ど
火
災
の
発
生

危
険
も
増
加
し
、
火
災
に
よ
る
死

傷
者
も
増
加
し
ま
す
。
特
に
、
住

宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
最
近
の
住

宅
は
、
高
気
密
・
高
断
熱
で
、
寒

い
冬
で
も
快
適
に
暮
ら
せ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
高
気
密
の
た
め
、

火
災
で
発
生
し
た
有
毒
ガ
ス
が
屋

外
に
抜
け
ず
、
住
宅
内
に
こ
も
り
、

こ
の
ガ
ス
を
吸
う
こ
と
で
意
識
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
就

寝
中
に
発
生
し
た
火
災
で
は
、
多

く
の
方
が
火
災
に
気
付
か
な
か
っ

た
り
、
気
付
く
の
が
遅
す
ぎ
て
逃

げ
遅
れ
た
り
し
て
死
に
至
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
消
防
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、

新
築
住
宅
は
平
成

年

月

日

か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成

年

月

日
ま
で
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
設
置
す
る
場
所
は

寝
室
と
、
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段

の
天
井
付
近
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
で
い
ち
早
く
火
災
に
気
付

き
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
早
期
に
設
置
す

る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

不
当
に
高
額
な
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
販
売
す
る
悪
徳
商
法
が

行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
戸
東
消
防
署
階
上
分
署



青
葉
の
青
一
色
の
な
か
で
、
赤

い
実
を
み
っ
し
り
と
つ
け
る
ド
ク

ウ
ツ
ギ
は
、
見
る
か
ら
に
毒
々
し

い
。気

の
せ
い
か
、
群
が
っ
て
出
る

褐
色
の
枝
も
、
そ
の
枝
に
つ
く
白

斑
も
、
そ
し
て
三
本
の
葉
脈
の
目

立
つ
暗
褐
色
の
葉
の
対
生
も
、
全

て
が
毒
々
し
く
感
じ
る
。
和
名
は
、

ウ
ツ
ギ
に
似
る
が
、
植
物
全
体
が

有
毒
で
あ
る
こ
と
か
ら
と
い
う
。

花
は
五
月
頃
、
葉
が
出
る
前
に
、

前
年
の
枝
の
同
じ
葉
腋
か
ら
総
状

の
五
弁
の
花
を
つ
け
る
。
受
精
後
、

果
実
を
包
み
、
初
夏
紅
紫
色
に
熟

し
、
黒
紫
色
に
変
わ
る
。
地
方
名

に
は
ウ
ジ
コ
ロ
シ
・
サ
ル
コ
ロ

シ
・
イ
チ
ロ
ベ
ゴ
ロ
シ
・
ど
れ
も

有
毒
成
分
に
関
わ
る
名
で
あ
る
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

写真・果期

南
部
家
随
一
の
名
門
で
あ
っ
た

根
城
南
部
家
を
遠
野
に
国
替
え
さ

せ
た
盛
岡
南
部
の
利
直
に
は
、
以

前
か
ら

八
戸
の
平
原
、
海
が
ほ

し
い
、
統
治
し
た
い

と
い
う

野
望
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
し
て
八
戸
地
方
は

盛
岡
南
部
家
の
直
轄
地
と
な
り
ま

し
た
が
、
利
直
が
み
ず
か
ら
城
代

屋
敷
の
選
定
を
し
た
り
（
現
在
の

三
八
城
公
園
の
あ
た
り
）、
町
づ

く
り
の
縄
張
り
（
測
量
）
を
指
示

す
る
な
ど
統
治
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
時
、
即
ち
、
寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）
か
ら
、
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
に
八
戸
南
部
家
二

万
石
が
誕
生
す
る
ま
で
三
十
八
年

間
に
十
八
人
の
八
戸
郡
代
官
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

初

代

奥
瀬

内
蔵
助

二

代

島
守

安
房

三

代

夏
井

勘
解
由

四

代

石
亀

彦
七
郎

五

代

野
田

内
匠

六

代

岩
間

左
市
助

七

代

林

理
右
衛
門

八

代

米
田

四
郎
兵
衛

九

代

三
ヶ
尻

弥
兵
衛

十

代

井
玉

市
左
衛
門

十
一
代

宮
田

瀬
兵
衛

十
二
代

戸
来

又
左
衛
門

十
三
代

葛
西

庄
兵
衛

十
四
代

高
野

正
兵
衛

十
五
代

町
野

二
郎
右
衛
門

十
六
代

悪
津

平
兵
衛

十
七
代

原
田

六
郎
兵
衛

十
八
代

中
村

武
左
衛
門

以
上
の
八
戸
郡
代
官
の
皆
さ
ん

の
経
歴
に
つ
い
て
は
詳
し
く
ご
紹

介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

二
代
目
の
代
官
で
あ
っ
た
島
守
安

房
に
つ
い
て
、
私
の
推
論
で
は
あ

り
ま
す
が
若
干
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。



金

日

月

火

水

日

火

水

日

水

日

火

水

就学時健診

剣道クラブ（教育課） 【家庭の日】

トークコンサート 夢をあきらめないで（はしかみキャンパス）

合同相談（行政・人権・心配ごと）

教育相談（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

子ども会初級ジュニアリーダー研修会（後期） ソフトバレーボール大会

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

歳児健康診査（ 年 月 年 月生まれ）（保健福祉課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

大蛇小、小舟渡小

町民体育館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

役場 階 第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

民俗資料収集館

農村婦人の家他

ハートフルプラザ はしかみ

中央体育館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

中央体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

中 野 佑
ゆう

紀
き

（志 信・ひとみ）野場中

奥 瀬 龍
りゅう

謙
けん

（真 一・絵 美）野場中

小 松 楓
ふう

雅
が

（雅 也・千 尋）耳ケ吠西

木 村 駿
しゅん

兵
ぺい

（勝 行・千恵子）蒼 前

野 沢 清 一（ ・赤保内）

新 谷 ク マ（ ・道 仏）

荻ノ沢 二 郎（ ・晴山沢）

中 島 年 一（ ・追 越）

掛 内 き よ（ ・耳ケ吠西）

萩 渡 ハルエ（ ・石 鉢）

大 江 福 （ ・平 内）

下長根 義 男（ ・大 蛇）

折 川 サ ヨ（ ・野場中）

（年齢・地区名）

（父の名・母の名） （地区名）

田 中 石 美（耳ケ吠東）
佐々木 浩 子（千葉県銚子市）

（住所又は元の本籍）

磯 崎 和 哉（駅 前）
志 村 智 栄（五 戸 町）

小 守 陽 貴（金 山 沢）
田 中 稚 子（鳥 屋 部）


